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研究要旨 
日本における小児期発症 1 型糖尿病の頻度は欧米と比べ著しく低い。しかしながら、小

児に関しては児童福祉法に基づいて国が行う小児慢性特定疾患治療研究事業（小慢事業）

があり、その実態に関する調査が行われてきた。 

一方、成人の 1 型糖尿病の頻度に関しては、欧米においても限られた報告しかなく、我

が国におけるその実態はほとんど調査されていない。 

そこで、本研究は、毎月 6000 人以上が通院している、東京慈恵会医科大学 糖尿病・

代謝・内分泌内科の外来通院中の糖尿病患者において、レセプトデータならびに必要に応

じて診療録調査を組み合わせ、通院中の糖尿病患者における 1 型糖尿病患者の頻度を推定

すること、さらに 1 型糖尿病患者の発症年齢、コントロール状況、使用インスリンの種類・

単位、内服薬併用の有無を調査し、その実態を把握することを目的とする。 

また、本研究班で作成した１型糖尿病の疫学的診断基準（暫定案）を、慈恵医大コホー

トに適応して、この診断基準の感度、特異度、陽性的中率を算出するとともに、レセプト

データから効率よく 1 型糖尿病患者を抽出する方策についても検討する。本研究全体から

提言された、1 型糖尿病の抽出方法の外的妥当性についても評価する。 

 

 

A. 研究目的 

成人の 1 型糖尿病の頻度に関しては、欧

米においても限られた報告しか存在しない。

我が国におけるその実態については、ほと

んど調査が行われていない。 

そこで、本研究は、東京を代表する一大

学病院における外来通院中の糖尿病患者に

おいて、レセプトデータならびに必要に応

じて診療録調査を組み合わせ、その頻度を

明らかにすること、さらには、治療内容並

びに血糖コントロール状況を明らかにする

ことを目的とする。 

 

B. 研究方法 

毎月、約 6000 人以上が通院している、東京

慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内

科の外来通院中の糖尿病患者において、レ

セプトデータならびに必要に応じて診療録

調査を組み合わせ、通院中の糖尿病患者に

おける 1 型糖尿病患者の頻度を推定する。

さらに 1 型糖尿病患者の発症年齢、コント

ロール状況、使用インスリンの種類・単位、

内服薬併用の有無を調査し、その実態を把

握する。１型糖尿病の疫学的診断基準（暫

定案）を、慈恵医大コホートに適応して、



 
 

この診断基準の感度、特異度、陽性的中率

を算出し、その外的妥当性を評価する。 

 

C. 研究結果 

本研究を施行するべく、現在、当大学の

倫理委員会に研究計画を提出した。また、

2013 年 1-3 月および 2014 年 1-3 月に外来

に通院した人の匿名化されたデータの抽出

を終了した。 

 

D．考察・結論 

我が国における皮膚疾患について、レセ

プトデータを用いた疫学調査が施行されて

いる実績がある１）。本研究は、これらの報

告を参考にしつつ、レセプトデータから、1

型糖尿病の頻度ならびに、実態を明らかに

し、さらには、効率よく 1 型糖尿病患者を

抽出する方策、その妥当性についても検討 

する予定である。 
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